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　　　　　　　　 科 学 リテ ラシ ー とは何か

　 物理系三学会共同提言を （2004年 7 月） を起草 して

川勝 博　KAWAKATSU 　 hiroshi 香川大学教育学部

科学 リテ ラシ ー、理科の 基礎 、学習指導要領

　昨今 、 現行学習指導要領に つ い て の 問題点が 多々 指摘 されて い る 。 こ れにつ い て物理教

育学会の 理 事会や評議員会で は、もはや従来の よ うな陳情型の 改善申 し 入れ で は 、 今 日の

事態に対応 で きない の で は ない か 、 と声が 多く出た 。 と りわけ高校大学 レベ ル の 問題点も 、

小 中教育の 問題点か ら検討改革 しなければ解決 しない の で は ない か との 認識で
一

致 した。

　そ こ で こ の 問題 を検討す るために 、 学会 として は初めて 、 小 中学校の 理科教育の あ り方

検討す る小 委員会を 、 物理 教育学会内に設置 し 、 物理学会 、 応用物理学会の 会員の 意見 も

聴取 しなが ら 、 約 1年 の 短期で はあ っ たが精力的 に こ の 問題 を討議 し、次ペ ージ の よ うな

中央教育審議 会あて の 、 3 学会提言 をま とめた 。

　その とき留意 した こ とは 、 専門の 物理 野側面を中心 に、すべ て の市民 ・国民 の理 科の基

礎 とは何か を積極的に 明 らか に した うえ で 、現行の 学習指導要領 の 問題 点の 要 を指摘 し、

また その 改善策の 堤言 も、基本的な 3 つ の 枠組みを示 して 、今後 の 方向を探 るこ とに した。

右図に その 内容は示 され て い るが 、今回 はその 答 申をま とめ るにあた っ て 、私 が気づ い た

科 学の 基礎 に関わる考え方の 意見の 相違 。 国際的に科学 リテ ラ シ
ー

に つ い ての 考え として 、

議論されて い る論争点に つ い て述べ て みた い 。

　 つ ま り科学 リテ ラシ ーの 理科 とは 、 従来 の 理科の 基礎教養 とどう違 うの か 。 以下の 3 つ

の 課題 は、理 科離れ を憂い 低学力を憂い なが らそれ をど う克服するか を考え る とき 、 時 と

して そ の 相違が見解の 違 い となっ て現れ るとこ ろで ある。 今 日 の 課題は それぞれの 見解が 、

あれか これか で は なく、あれ もこれ もで もなく 、 その 相互 関係が 問われて い る 。

  市民的教養を保証する理科の 基礎か 、 市民 と して の 人権 を保証 する理科の 基

　 礎か 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’

　　　　これ は 到達目標を明確に して 、 す べ て の 生徒に理科の 基礎 を保証する教 育 を重視

　　　　す るか、もっ と競争原理 をと りい れて 相対評価をも加 味 し、高い レ ベ ル の生徒を

　　　　育て る こ との なかで 、 市民 的教養を引きあげる道が うまれ るの か 。

  科学技術文 明の基礎 と して の理 科か 、 現代文化 の基礎 と して の 理科か 。

　　　　す べ て の生徒に理科 を学ばせ る の は、科学技術文明の つ くりあげた豊か さを維持

　　　　し守るた めか 、科学技術文明の 基礎 となる科学す る文化 を味わ い 育て るためか 。

  主 と して科 学 の 普遍 的概念法則 を学ぶ 基礎 と して の 理 科か 、 主 と して 現実の

　 課題 を科学で きる基礎 と して の 理科か 。

　　　　基礎 をまず しっ か り理解 させ て 生徒の 生活や現実へ の 応用に い くべ きか 、まず現

　　　　実の 疑問や課題 か らは い っ て 、その 基礎 を掘 り下げるべ きか
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